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施 工 計 画 書 
（ＩＣＴ活用工事の施工計画書の記載例） 

 

施工全般（土工編） 

 

 

工事名   令和〇〇年〇〇〇〇〇〇〇〇〇工事 

 

会社名  〇〇〇〇〇〇〇〇会社 

 

 

 

２０２２年５月 

・ 本記載例は、「ＣＩＭ導入ガイドライン（案）第２編土工編（令和２年３月国土交通省ＣＩＭ

導入推進委員会）」を基に、ＩＣＴ活用工事について受注者が工事着手前に作成、提出す

る「施工計画書」の記載例を示したものです。 

・ ＩＣＴ活用工事に関する事項は、赤書きまたは赤枠で示しています。 

・ 青書きまたは青枠で示している箇所は、解説（施工計画書には記載不要）となります。 

・ ＩＣＴ活用工事に関する事項以外の従来施工の施工計画書を別に作成する場合は、記

載不要の箇所もあります（黒書きまたは赤枠なしの箇所）。 

・ 内容については、各現場（使用機種、現場条件等）で必要事項が異なりますので各現場

での条件を加味して作成してください。 

※ 施工計画書の作成にあたっては、受発注者とも本記載例を基本とし、業務の効率化を図っ

てください。 
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※ 黒文字箇所について、従来施工の施工計画書を作成済みの場合は記載しない 
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３．現場組織表 

（１）現場事務所 

    所在地    〇〇〇〇〇〇〇 

           TEL:〇〇〇－〇〇〇－〇〇〇〇 

           FAX:〇〇〇－〇〇〇－〇〇〇〇 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  設計照査 〇〇 〇〇 

施工管理  工程管理 〇〇 〇〇 

  品質管理 〇〇 〇〇 

  出来形管理 〇〇 〇〇 

  測量 〇〇 〇〇 

    

機械管理  重機管理 〇〇 〇〇 

  機械器具管理 〇〇 〇〇 

  事務管理 〇〇 〇〇 

  労務管理 〇〇 〇〇 

  資材管理 〇〇 〇〇 

    

ICT 施工管理  施工測量管理 〇〇 〇〇 

  3 次元データ管理 〇〇 〇〇 

  ICT 建機施工管理 〇〇 〇〇 

  出来形計測管理 〇〇 〇〇 

現場代理人 

  〇〇 〇〇 

  TEL: 

 携帯： 

監理技術者 

  〇〇 〇〇 

  TEL: 

 携帯： 

安全衛生管理者 

  〇〇 〇〇 

  TEL: 

 携帯： 

安全巡視者 

  〇〇 〇〇 

  TEL: 

 携帯： 

※ 担当者が同様の場合は（ ）で記載 

（ICT 建機施工管理・出来形計測管理）
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４．指定機械 

「特記仕様書」１－１－１－３０により排出ガス対策型建設機械の使用義務付けの機種に適合した

機械を用います。 

 

指定機械計画表 

 

機 械 名 規   格 台数 使 用 工 種 摘 要 

バックホウ 
○○建機 BH-800 

0.8㎥（山積み） 
1 河川・道路土工 

ICTバックホウ 

（3DMC/3DMG） 

ブルドーザ 
○○建機 BD-150 

15t 
1 路体盛土工 

ICTブルドーザ 

（3DMC/3DMG） 

振動ローラー 
○○建機 VR-280 

2.8t 
1 路体盛土工 

TS・GNSSを用いた 

盛土の締固め管理 
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６．ＩＣＴ適用範囲 

（１）各段階における適用技術 

各段階において、以下のＩＣＴ施工技術を活用する。 

 

建設生産プロセスの 

段階 

採用 

項目 
ＩＣＴの具体的内容 

３次元起工測量 

○ 空中写真測量（無人航空機）を用いた起工測量 

 地上型レーザースキャナーを用いた起工測量 

 トータルステーション等光波方式を用いた起工測量 

 トータルステーション（ノンプリズム方式）を用いた起工測量 

 ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた起工測量 

 無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた起工測量 

 地上型移動体搭載型レーザースキャナーを用いた起工測量 

 その他の３次元計測技術を用いた起工測量 

３次元設計データ作成 〇  

ＩＣＴ建設機械による 

施工 
○ ３次元ＭＣまたは３次元ＭＧ建設機械 

３次元出来形管理等の 

施工管理 

○ 空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理 

 地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理 

 トータルステーション等光波方式を用いた出来形管理 

 トータルステーション（ノンプリズム方式）を用いた出来形管理 

 ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理 

 無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理 

 地上型移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理 

 施工履歴データを用いた出来形管理（河床掘削） 

 施工履歴データを用いた出来形管理（地盤改良工） 

 その他の 3 次元計測技術を用いた出来形管理 

３次元データの納品 ○  

 

 

（２）適用工種 

以下の工種に適用する。 

 

工 種 種 別 単 位 数量 備 考 

道路土工 

〇〇盛土工 ｍ３ 〇〇〇〇  

〇〇整形工 ｍ２ 〇〇〇〇  

作業土工（床掘） ｍ３ 〇〇〇〇  

補強土壁工（盛土） ｍ３ 〇〇〇〇  
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（３）適用区域 

適用区域を示した平面図、横断図を示す。 

 

 

 
図 平面図 

 

 
図 標準横断図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平面図 

（ＩＣＴ施工および起工測量、出来形管理の対象範囲） 

標準横断図 

（適用区域の一部を従来管理する等の場合） 

※ 適用区域の設定にあたっては、過度な区域設定を避けること 
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７．ＩＣＴ計測機器及びソフトウェア 

（１）適用工種 

工種 台数 単位 数量 備考 

〇〇土工 路体盛土工    

     

     

 

（２）起工測量（ＵＡＶ） 

工種 台数 メーカ名 名称 使用・性能等 

トータルステーション     

UAV     

デジタルカメラ     

写真測量ソフトウェア     

点群処理ソフトウェア     

 

（２）起工測量（ＴＬＳ） 

 

（３）3 次元設計データ作成 

 

（４）出来形管理（ＵＡＶ） 

 

（４）出来形管理（ＴＬＳ） 

 

 

 

 

 

工種 台数 メーカ名 名称 使用・性能等 

トータルステーション     

地上型レーザースキャナー     

点群処理ソフトウェア     

項目 メーカ名 名称 主な機能 

3 次元設計データソフトウェア    

項目 台数 メーカ名 名称 使用・性能等 

トータルステーション     

ＵＡＶ     

デジタルカメラ     

写真測量ソフトウェア     

点群処理ソフトウェア     

項目 台数 メーカ名 名称 使用・性能等 

トータルステーション     

地上型レーザースキャナー     

点群処理ソフトウェア     

※ 施工計画書にはカタログは添付せず、受注者が保管するものとし、発注者から求められた場合は

提示できるようにすること 

※ ＵＡＶの場合の記載例

※ ＴＬＳの場合の記載例 

※ ＵＡＶの場合の記載例

※ ＴＬＳの場合の記載例
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９．施工方法 

９－１ 一般事項 

① 工事着手に先立ち、関係する官庁等と打合せを行います。 

② 作業時間及び休日又は夜間作業 

 

 

 

 

９－２ 河川、道路土工 

（１）基本事項 

本工事は、ＩＣＴ適用範囲の土工について、起工測量から出来形管理までＩＣＴ活用工事で施工する。 

以下に施工フローを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

準備工 

〇〇〇〇〇（地上レーザースキャナー等）による起工測量 

設計照査 

3 次元設計データ作成 

ＩＣＴ建機施工 

〇〇〇〇〇（地上レーザースキャナー等）による出来形管理 

後片付け 

完 了 

※ 従来施工の施工計画書を作成済みの場合は記載しない 

※ 〇〇〇〇〇には、「地上レーザースキャナー」、「空中写真測量（無人航空機）」などを記載する。 

※ 段階確認が必要な場合（共仕第 3 編 1-1-6 土工掘削では「土（岩）質の変化した時」）は、記

載する。 
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（２）準備工 

 

 

 

（３）工事基準点の設置 

 

 

 

（４）〇〇〇〇〇による起工測量 

別冊「〇〇〇〇〇による起工測量・出来形管理（土工編）施工計画書」のとおり。 

 

 

 

 

（５） 設計照査 

 

 

 

（６）3 次元設計データ作成 

発注図面等を基に監督職員と協議を行い、3 次元設計データ作成ソフトにより作成します。 

作成した 3 次元設計データの平面線形、縦・横断図を出力し、発注図と比較し、3 次元設計データチェ

ックシートを作成して提出します。 

チェック結果については監督職員の確認を得ます。 
 

  

※ 従来施工の施工計画書を作成済みの場合は記載しない 

※ 従来施工の施工計画書を作成済みの場合は記載しない 

※ 〇〇〇〇〇には、「地上レーザースキャナー」、「空中写真測量（無人航空機）」などを記載する。

（上記２つについては本ガイドブックに記載例あり） 

※ 従来施工の施工計画書を作成済みの場合は記載しない 
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（７）ＩＣＴ建機施工 

１）ICT 建機の適用 

ICT 活用工事（土工）実施要領に従い、下記に示す ICT 建設機械を作業に応じて選択して施工を

実施します 

① ICT バックホウ 

適用範囲：道路土工（造成工、掘削工、法面整形工）、作業土工（床掘） 

②ICT ブルドーザ 

適用範囲：道路土工（盛土工、まき出し敷き均し工）、補強土壁工（盛土） 

 

 ２）適用土質 

対象とする土質は、土砂（レキ質土、砂及び砂質土、粘性土）を標準とする。岩（軟岩、硬岩）の場合、

センサ、ブラケット等に対する耐久性、信頼性が選定する ICT 装置に適応できない場合があるため対象

外とするが、必要が生じた場合には監督職員との協議の上適用を決定する。 

３）作業フロー 

以下に施工フローを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）ICT 建機の 3 次元設計データ 

ICT 建機に搭載する 3 次元設計データは、ICT 活用工事で作成する 3 次元設計データを利用する

が、建機作業上別途設計データが必要となる場合、または、作業の効率化に必要が生じた場合には、別

途 ICT 建機用の 3 次元設計データを作成する。 

基地局の設置 

各基準点のローカライゼーション 

3 次元設計データ作成 

ＩＣＴ建機用 3 次元データ作成 

ＩＣＴ建機精度確認 

ＩＣＴ建機日常点検及び精度確認 

ＩＣＴ建機施工 

※ ＲＴＫ－ＧＮＳＳの場合の記載例 

現場での通信状況を確認 
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５）RTK-GNSS 基準局の設置 

RTK-GNSS 基準局は、地形条件、保安条件等を考慮して下図に示す現場事務所付近に設置する。

なお、基準局の基地座標は、工事基準点設置精度と同様に 4 級基準点及び 3 級水準点相当の精度に

て TS 測量を行い、既知座標とする 

 

 

 

 

 

 

                     基準局位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）ローカライゼーション 

RTK-GNSS システムの利用（計測、ICT 建機）に際して、衛星測位結果と工事基準点座標とが整合す

るように、RTK-GNSS ローバーを利用して測位座標のローカライゼーションを実施する。  

 

 

 

 

（８）ICT バックホウ機器仕様と精度管理等 

 １）機器構成 

   ①バックホウ 

メーカ名：〇〇建機 

形式（名称）：□□□ 3D 標準仕様 

定格：２０ｔ級 

標準バケット容量： 

測位システム：RTK－GNSS 

②移動局（バックホウ） 

メーカ名：〇〇社 

形式（名称）：□□□□ デュアルアンテナ仕様 

③基準局 

  メーカ名：〇〇社 

形式（名称）：□□□□ 無線一体型 

④3 次元設計データソフト 

メーカ名：〇〇社 

形式（名称）：□□□□ フリーソフト仕様 
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２）ICT バックホウの仕様 

ICT バックホウに用いる機器及び提供情報は次表のとおりです。 

機種名 ○○○社製 △△△-□□□ 

機器 計測データ 機器規格検定等 仕様 台数 摘要 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

ＧＮＳＳ

受信 

本体位置 

（３次元座標） 

1級GPS,2衛星対応 

○年△月□日メーカ

検定済み 

ＧＮＳＳ受信機、 

ＧＮＳＳアンテナ， 

マスト、ブラケット一
式 

 

〇台 

 

堅牢タイプ 

（耐衝撃

性、防塵

性、防滴

性） 

本体向き 
（ 機軸に対する回
転角） 

1級GPS,2衛星対応 

○年△月□日メーカ

検定済み 

ＧＮＳＳ受信機、 

ＧＮＳＳアンテナ，マ
スト、ブラケット一式 

〇台 

方位センサ 〇台 

ＧＮＳＳ補正情報 

【基準局】 

1級GPS,2衛星対応 

○年△月□日メーカ

検定済み 

ＧＮＳＳ受信機、 

ＧＮＳＳアンテナ， 

マスト、ブラケット一
式、充電器一式 

 

〇台 

標準タイプ 

（防塵性、

防滴性） 

 

② 

 

傾斜

センサ 

 

 

本体ﾋﾟｯﾁﾝｸﾞ、ﾛｰﾘ

ﾝｸﾞ 

計測精度:±0.2ﾟ 

(ﾛｰﾘﾝｸﾞ) 

計測精度:±0.2ﾟ 

(ﾋﾟｯﾁﾝｸﾞ) 

出力頻度:50Hz 

耐衝撃性:1.5G 

 

センサ、ブラケット（本

体用） 

 

〇台 

 

 

 

 

③ 

 

変位セ

ンサ 

ｼﾘﾝﾀﾞｽﾄﾛｰｸ（作 

業機装置支点角

度に変換） 

全抵抗値:2K±20%Ω 

出力直線度(単

独):±0.3% 

有効電気角:5VDC 

 

 

センサ、ブラケット

（アーム、ブーム、

バケット用） 

 

 

 

〇台 

 

 

傾斜セ

ンサ 

 

 

作業機装置支点角

度 

分解能:14ビット

16,384分割､0.022ﾟ

(1'19.1″) 

保護構造：IP67 

 

④ 

ｺﾝﾄﾛｰ

ﾙﾕ ﾆ

ｯﾄ及

びﾓﾆ 

ﾀ 

設計とバケット位置

との差異等 

 

保護構造：IP67 
演算・描画処理装

置、センサユニット，

モニタ 

 

1台 

 

 

 

 

 

 

 

  

※ 開発メーカにより詳細が異なるので注意 

  必要に応じて記載すること 
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３）ICT バックホウの取得データ 

ICT バックホウの ICT 装置が有する仕様は次表のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 上表に示す情報の全てが１つの支援画面から提供されるものではない。 

※2 トリガとして選択するデータは開発メーカにより異なる。 

 

 

 

  

機能 情報※１ 備考 

３次元設計データ保存機能 ３次元設計データ  

掘

削

操

作

支

援 

電子丁張り提供 平面、断面形状  

本体操作支援

情報の提供 

移動操作支援 設計上の位置  

掘削方向誘導 法面との正対 設計面（法面・基面）、法肩・

法尻線等のトリガ選択※２ 
作業機操作支

援情報の提供 

切り出し位置誘 法肩、法尻線との差分値 

バケット操作支援 
設計との標高差分値  

設計勾配  
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４）ICT バックホウの精度 

（１）ICT バックホウにおける作業装置の位置の計測精度についての確認方法 

バックホウにおける作業装置の位置の精度確認は、現場条件に合わせて、以下１）または２）のいずれか

の方法で行う。 

１）システムから提供される作業装置の位置とＴＳ計測による較差 

作業装置の位置精度の評価方法は、ICT バックホウから提供される作業装置の位置と、ＴＳ等により

取得される作業装置の位置の較差で判断する。 

確認は作業装置の位置検出に用いるセンサの動作を極力限定して姿勢を変化させ、精度に与える影

響を明らかにする。計測は７ケースの姿勢にて行い、全てで標高の較差が±50mm 以内であれば所要

の性能を確保していると判断する。また、計測点数は各ケースにて 1 回以上とする。作業装置の位置

精度の確認方法例を 表－３、図－５に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 施工履歴データを用いた出来形管理を行う場合など、受注者が精度管理を実施する必要がある場合

は記載する。 

出典「ICT 建設機械 精度確認要領(案)」(平成 31 年 3 月 国土交通省) 
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５）施工期間中の確認事項 

ICT バックホウの施工期間中は、バケット位置の取得精度と装着する ICT 機器装置の取り付け状況

（日常点検）を日々の始業前に確認します。 

  ① バケット位置の取得精度 

日々の始業前に実施するバケットの取得精度確認方法は、４）に前述する精度確認方法のうちのいず

れかの方法、或いは、３次元座標を持つ現地杭または 3 次元座標を与えた不動点にバケットをあわせて

確認します。 

  ② 日常点検 

日常点検として、下表のチェックシートに記載した項目について作業開始前に確認し、チェックシート

に記録します。 

 

６）施工方法 

任意の位置にバケットを合わせ、ICT 装置から提供される情報（設計面とバケット位置との差分情報）を

確認しながら施工を行う。掘削仕上がりの確認は、ICT 装置のモニタに示される設計データとバケット位

置情報との差分で確認を行いながら掘削作業を進める。 

※ 受注者が日々の精度管理を実施する必要がある場合は記載する。 

出典「ICT 建設機械 精度確認要領(案)」(平成 31 年 3 月 国土交通省) 
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（９）ICT ブルドーザ機器仕様と精度管理等 

１）機器構成 

  ①ブルドーザ 

メーカ名：〇〇建機 

形式（名称）：□□□ 3DMC 標準仕様 

定格： 

測位システム：RTK－GNSS 

②移動局 

メーカ名：〇〇社 

形式（名称）：□□□□ デュアルアンテナ仕様 

③基準局 

メーカ名：〇〇社 

形式（名称）：□□□□ 無線一体型 

④3 次元設計データソフト 

メーカ名：〇〇社 

形式（名称）：□□□□ フリーソフト仕様 

 

 

 

 

２）ICT ブルドーザの仕様 

ICT ブルドーザに用いる機器及び提供情報は次表のとおりです。 

機種名 ○○○社製 △△△-□□□ 

機器 計測データ 機器規格検定等 仕様 台数 摘要 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

ＧＮＳＳ

受信 

本体位置 

（３次元座標） 

1級GPS,2衛星対応 

○年△月□日メーカ

検定済み 

ＧＮＳＳ受信機、 

ＧＮＳＳアンテナ， 

マスト、ブラケット一式 

 

〇台 

 
堅牢タイ
プ 

（耐衝撃

性、防塵

性、防滴

性） 

ＧＮＳＳ補正情報 

【基準局】 

1級GPS,2衛星対応 

○年△月□日メーカ

検定済み 

ＧＮＳＳ受信機、 

ＧＮＳＳアンテナ， 

マスト、ブラケット一式、充
電器一式 

 

〇台 

標準タイ
プ 

（防塵

性、防

滴性） 

 

② 

 

傾斜

センサ 

 

 

ブレードﾋﾟｯﾁﾝｸﾞ、ﾛ

ｰﾘﾝｸﾞ 

計測精度:±0.2 ﾟ (ﾛｰ 

計測精度:±0.2ﾟ (ﾋ ﾟｯ 

出力頻度:50Hz 

耐衝撃性:1.5G 

 

センサ、ブラケット（本体用 

 

〇台 

 

 

③ 

ｺﾝﾄﾛｰ

ﾙﾕ ﾆ

ｯﾄ及

びﾓﾆ 

ﾀ 

設計とバケット位置

との差異等 

 

保護構造：IP67 
演算・描画処理装置、

センサユニット，モニタ 

 

〇台 

 

 

 

 

  

※ 開発メーカにより詳細が異なるので注意 

  必要に応じて記載すること 
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３）ICT ブルドーザの取得データ 

ICT ブルドーザの ICT 装置が有する仕様は次表のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 上表に示す情報の全てが１つの支援画面から提供されるものではない。 

 

 

 

 

４）ICT ブルドーザの精度 

ICT ブルドーザの測位精度は、「ICT 建設機械 精度確認要領(案)」に基づいて、ブレード位置（高さ）の

取得精度が±50 ㎜以内となるよう設定し、下記に示す精度確認パターンにおけるバケット精度を確認し、

「ブレード位置の取得精度」記録シートを作成して現場事務所に保管すると共に、監督職員の要求に応じ

て報告、提出します。 

なお、精度の確認方法は、下記に示す２つの方法のうちいずれかの方法により確認し、「ブレード位置

の取得制度」記録シートを作成して報告いたします。 

 

①ブレード計測による方法 

MC モニタに表示される高さ座標と、TS にてブレード下端を計測した高さ座標とを比較し、この較差

により取得精度の確認を行う。なお、計測はブレード角度を変更して 3 回（6 箇所）以上行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

②テスト走行による方法 

本施工前に、ICT ブルドーザの MC 機能によるテスト走行を行い、テスト面を下図の要領で TS 計測

して、ICT ブルドーザのテスト走行時に搭載した 3 次元設計データとの比較を行い、取得精度の確認

を行う。なお、検測箇所は２方向の走行を含めて述べ 12 箇所以上とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

機能 情報※１   備考 

３次元設計データ保存機能 ３次元設計データ  

掘

削

操

作

支

援 

電子丁張り提供 平面、断面形状  

本体操作支援

情報の提供 

移動操作支援 設計上の位置  

掘削及び敷き均し方
向誘導 

重機の向き  

ブレード操作支援 援
設計とブレードとの標高値差分  

設計勾配  

 

※ 施工履歴データを用いた出来形管理を行う場合など、受注者が精度管理を実施する必要がある場合

は記載する。 
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※ 施工履歴データを用いた出来形管理を行う場合など、受注者が精度管理を実施する必要がある場合

は記載する。 

出典「ICT 建設機械 精度確認要領(案)」(平成 31 年 3 月 国土交通省) 
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５）施工期間中の確認事項 

ブルドーザの ICT 施工期間中は、ブレード位置の取得精度と装着する ICT 機器装置の取り付け状況

（日常点検）を日々の始業前に確認します。 

① ブレード位置の取得精度 

日々の始業前に実施するバケットの取得精度確認方法は、４）ICT ブルドーザの精度に前述する精度

確認方法あるいは、３次元座標を持つ現地杭または 3 次元座標を与えた不動点にバケットをあわせて確

認します。 

②日常点検 

日常点検として、下表のチェックシートに記載した項目について作業開始前に確認し、チェックシート

に記録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７）施工方法 

 掘削及び敷き均し中あるいは任意の位置にブレードを合わせることで ICT 装置から提供される「3 次元

設計データとブレードとの差分（標高）」の確認を行いながら作業する。仕上がりの確認は、測量による検

測を行わず、ICT モニタに示される設計データとブレード位置情報との差分で確認を行いながら敷き均し

作業を進める。 

 

 

※ 受注者が日々の精度管理を実施する必要がある場合は記載する。 

出典「ICT 建設機械 精度確認要領(案)」(平成 31 年 3 月 国土交通省) 
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（１０）盛土の締固め管理 

１）適用 

ICT 活用工事（土工）実施要領に従い、「ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締め固め管理要領」に従った

品質管理を実施します 

 

  ２）試験施工 

使用予定材料の種類ごとに事前に試験施工を実施して、盛土の施工仕様（まき出し厚、締め固め

回数）を決定する。 

試験施工は、「TS・GNSS を用いた盛土の締め固め管理要領」に従い、下表の試験施工での確認項

目で確認する。また、試験施工の実施方法は、管理要領に示される２通りの手法の内いずれかを採用

して実施し、試験報告書を監督職員に提出する。 

試験施工での確認項目 

 

 

 

 

 

① 試験施工の実施方法１（砂置換法） 

締固め度の測定を砂置換法で確認する手法で、以下に示す試験施工ヤードで実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②試験施工の実施方法２（RI 計法） 

締固め度の測定を RI 計法で確認する手法で、下図に示す試験施工ヤードで実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め管理要領により施工する場合に記載する。 
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３）機器構成 

①振動ローラー 

メーカ名：〇〇建機 

形式（名称）：□□□ 

定格： 

②移動局（振動ローラー） 

メーカ名：〇〇社 

形式（名称）：□□□□  

③基準局（ICT 建機の基準局を利用） 

メーカ名：〇〇社 

形式（名称）：□□□□ 無線一体型 

④締め固め管理ソフト 

メーカ名：〇〇社 

形式（名称）：□□□□  

 

４）締固め管理システムの仕様 

締固め管理システムに用いる機器及び提供情報は次表のとおりです。 

機種名 ○○○社製 △△△-□□□ 

機器 計測データ 機器規格検定等 仕様 台
数 

摘要 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

GNSS受信 

本体位置 

(２次元座標) 

1級GPS,2衛星対応 

○年△月□日 

メーカ検定済み 

ＧＮＳＳ受信機、 

ＧＮＳＳアンテナ， 

マスト、ブラケット一式 

 

1台 

堅牢タイプ 

（耐衝撃

性、防塵

性、防滴

性） 

GNSS補正情

報 

【基準局】 

1級GPS,2衛星対応 

○年△月□日メー

カ検定済み 

ＧＮＳＳ受信機、 

ＧＮＳＳアンテナ， 

マスト、ブラケット一式、充電
器一式 

 

1台 

標準タイプ 

（防塵

性、防滴

性） 

 

② 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕ 

ﾆｯﾄ及びﾓﾆ 

ﾀ 

建機の位置とメ

ッシュ通過回

数等 

 

保護構造：IP67 
演算・描画処理装置、セ

ンサユニット，モニタ 

 

1台 

 

＊開発メーカにより詳細が異なるので注意 

※１ 上表に示す情報の全てが１つの支援画面から提供されるものではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※ ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め管理要領により施工する場合に記載する。 
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５）測位精度の確認 

GNSS測位精度及び精度管理が適切に行われている確認資料として、検定書を添付すると共に、試験

施工前の現場にて、システムの精度・機能を確認し、事前確認チェックシートを監督職員に提出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典「TS・GNSS を用いた盛土の締固め管理要領」(令和２年 3 月国土交通省) 

※ ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め管理要領により施工する場合に記載する。 
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６）システム適用範囲外における管理方法 

試験施工と同様の品質で所定の含水比の範囲が保たれる盛土材を使用していない場合や、所定のま

き出し厚・締固め回数等で施工できたことを確認できない場合には、従来管理手法に従い現場密度試験

を実施して規格値を満足しているか確認する。 

現場密度試験（砂置換法、RI 計法等）を実施した場合には、データシート等を含む試験結果の報告書

を作成する。 

 

７）盛土施工結果の資料作成・提出 

 盛土材料の品質の記録（搬出した土取場、含水比等）、まき出し厚の記録、締固め層圧分布図（まき出

し厚の記録を省略する場合）、締固め回数の記録（締固め回数分布図、走行軌跡図）は施工時の日常管

理帳票として作成・保管する。 

 締固め回数管理で得られるログファイル（締固め機械の作業中の時刻とその時の位置座標を記録する

もの）は、電子データの形式で提出する。 

 

８）写真管理 

「TS・GNSS を用いた盛土の締め固め管理要領」に従い、下記の通り実施する。 

①締固め状況写真：施工状況（適切な重機・適切な方法で施工していることを示す写真） 

②まき出し厚の確認写真：施工延長 200ｍに１箇所（締固め層厚分布図を提出する場合は省略） 

 

９）施工方法及び施工管理方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※ ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め管理要領により施工する場合に記載する。 
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１０．施工管理計画 

（１）工程管理 

１）工程管理 

 

 

 

２）現場管理 

 

 

      ① ・・・・・ 

      ② ・・・・・ 

      ・ 

      ・ 

⑦ 作業終了後は、ＩＣＴ機器等が盗難等の被害にあわないよう次の対策を講じます。 

 

 

 

  

※ 従来施工の施工計画書を作成済みの場合は記載しない 

※ 従来施工の施工計画書を作成済みの場合は記載しない 

※ 盗難対策については、具体的な記載を行う。 

（記載例） 

・GPS 受信機及びトータルステーションは、会社へ持ち帰り保管します。 

・施工データは、当日中に印刷及び PDF 化し会社へ持ち帰り保管します。 

・現場事務所は、夜間、○○警備会社に依頼し、次の機器を現場事務所内で保管します。 

○施工管理システム用パソコン 

○その他の測量機器（施錠したロッカーで保管します。） 
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（２） 着手前及び竣工写真 

 

 

 

① 施工状況写真状況 

撮影項目 撮影時期 撮影頻度 提出頻度 

土質等の判別 掘削中 地質が変わる毎に１回 代表箇所各１枚 

締固め状況 締固め時 転圧機械又は地質が変

わる毎に１回 

代表箇所各１枚 

    

    

    

 

② 安全管理写真 

 

 

 

③ 使用材料写真 

 

 

 

④ 品質・出来形管理写真 

撮影項目 撮影時期 撮影頻度 提出頻度 

土質等の判別 掘削中 地質が変わる毎に１回 代表箇所

各１枚 

法長 掘削後 200m又は１施工箇所に１回 代表箇所

各１枚 

巻出し厚 巻出し時 200mに１回 代表箇所

各１枚 

法長・幅 施工後 200m又は１施工箇所に１回 代表箇所

各１枚 

    

    

 

黒板については、①工事名 ②工種等 ③出来形計測範囲（始点側測点～終点側測点） と
し略図は省略します。 

 
 

 

 

⑤ 災害写真・その他 

 

 

 

  

※ 従来施工の施工計画書を作成済みの場合は記載しない 

※ ＩＣＴバックホウ・敷き均し締固め 

※ 従来施工の施工計画書を作成済みの場合は記載しない 

※ 従来施工の施工計画書を作成済みの場合は記載しない 

※ 品質・出来形管理写真は、出来形管理に使用する機械の出来形管理要領で定められた仕様とする。 

 

※ 従来施工の施工計画書を作成済みの場合は記載しない 



- 26 - 

 

１０－３．出来形管理 

別冊「〇〇〇〇〇（地上レーザースキャナー、空中写真測量（無人航空機）等）による起工測量・出来

形管理（土工編）施工計画書」のとおり 

 

 

１０－４．品質管理 

 

 

 

１１．安全管理 

 

 

 

（1） 安全委員会の構成 

 

（2） 事故発生時の連絡表 

 

（３） 安全管理活動 

 

１）日常活動 

 

○実施内容 

 ◇・・・・・ 

 ◇・・・・・ 

 ・ 

 ・ 

◇新規入場者教育の実施 

当作業所へ入場する全作業員に新規入場者教育を実施します。工事概要、作業における

注意事項、健康診断の確認、作業経験の確認を行います。 
また、ＩＣＴ施工に関する教育を実施します。 

なお、安全管理への積極的な協力・実施、安全施工サイクルの説明を行い安全意識の高揚

を図ります。 

 

◇ＩＣＴ建機の施工に関する特記事項 

 

 

 

 

 

 

 

２）月例行事 

 

※ 従来施工の施工計画書を作成済みの場合は記載しない 

※ 従来施工の施工計画書を作成済みの場合は記載しない 

※ ＩＣＴ建機の施工における留意点や利点から、安全性の向上策について記載する。 

（記載例） 

ＩＣＴ建機による施工により、重機の前後に検測員等が立たないで施工します。 

作業中の測定をノンプリズムによる概略測定とすることで、ミラーマンが立たないようにします。 

重機オペレーターには、モニタ画面（ガイダンス）のみに集中せず、常に重機周辺にも気を配る

よう徹底させます。 


